ことぶきで暮らす人々あれこれ　３０
閑話休題
寿地区今昔　寿の成り立ち　①
　寿地区とその周囲は、昔、野毛丘陵と山手丘陵に囲まれた浅い入海でした（下図の参照）。徳川幕府の四代将軍の許可を得て、江戸の材木商である木村勘兵衛が埋め立てました。埋立地は吉田新田と言い、難儀の末10年かけて完成しました。そのため「おさん」という女性が人柱として犠牲にされたと言い伝えが残っています。埋立地の氏神は京浜急行南太田駅近くの日枝神社ですが、その故事にちなみ通称お三宮と言われています。埋立地面積は、112町で水田が8割ほどを占めていたといいます。
　
吉田神殿の地図の挿入
１　入海だったころ　　　　２　徳川初期の埋め立て完成図］
　
この埋立地は、中央の中川をはさんで右を北、左を南とし交差する6本の農道で一つ目、二つ目と区切り、それぞれを南一つ目、北一つ目とか呼びました。当時、寿地区はこの埋立地全体の遊水地で「南一つ目沼」と呼ばれていたところです。
時移り、明治になり横浜は開港後大きく発展しました。港の後背地として「南一つ目沼」の埋め立てが計画されました。6年ほどかけて明治9年に埋め立てが完成しました。埋立地の町名は謡曲から採ったと由来されています。南から松影、寿、扇、翁、不老、万代、蓬莱の各町で「埋め地七カ町」と呼ばれています。通称「埋め地」とも呼ばれています。
次回は　寿地区の今昔　寿の成り立ち　②
ことぶきで暮らす人々あれこれ　３１
閑話休題
寿地区今昔　寿の成り立ち　②
　1854年（安政元年）ペリーと幕府の間で日米和親条約が横浜村で調印されました。その5年後の1859年（安政6年）横浜は諸外国に向けた開港場をとなりました。ここに300有余年続いた徳川時代の鎖国が終焉しました。
　その後の横浜の発展は目覚ましく、派大岡川の内側（海側）を関内として外国人居留地に位置づけました。やがて港の発展とともに関内も手狭となり、吉田新田の遊水池であった南一つ目沼も1876年 に埋め立てられました。こうして、開港以前は耕作地であった吉田新田は、発展する横浜港の後背地として長者町、福富町、埋地七カ町（松影、寿、扇、翁、不老、万代、蓬莱の各町）、伊勢佐木町等の町が次々と起立して市街地化が顕著に進んでいった。
　やがて、明治から大正にかけて埋地七カ町は、輸出用の織物問屋やパジャマの縫製等の中小の町工場が軒を連ねる横浜の代表的な下町として発展していった。埋地七カ町は、大正8年、千歳町を火元とする大火に焼かれ横浜開市以来といわれる未曾有の惨事に見舞われた。その復興への取り組みは横浜市が都市計画に着手する契機ともなったといわれる。
　埋地はその後の関東大震災の罹災も乗り越え活気あふれる下町として存在していった。
　さて、時は第2次世界大戦に飛びます。世界の列強国の経済の発展は、自国の枠を飛び越え他国を植民地化することで一層の発展を図りそのための競争を激化させていました。いわゆる「富国強兵」策。日本もその例外ではありませんでした。
　第2次世界大戦の直接的な契機は、日本軍の真珠湾攻撃にあるとされていますが、世界戦争の火種は、そのはるか前からの先進強国の植民地支配の争いの中にあったと言えるでしょう。
　第2次大戦は、1945年（昭和20年）日本の敗戦で幕を閉じます。その直前の5月29日、横浜は米軍の大空襲に襲われます。わずか1時間程で市内の３4％が焼け野原と化したと言います。市の人口の3分の1の３１万人が被災。推定で8,000人から10,000人が死亡した。
中区から南区にかけての吉田新田も焦土となりました。その焦土となった埋地七カ町を上空から撮った写真で見るとコンクリートの建物がわずかに残っています。そのひとつは紛れもない寿福祉センター保育所に改装する前の当時青果市場であった建物ではないかと思われます。
　20年8月の敗戦後、米軍は横浜に進駐して、市街地の27％を接収。廃墟と化した市の中心部にカマボコ兵舎を建てていきました。
　ここ埋地7カ町の中心である、松影、寿、扇の各町にもカマボコ兵舎が建てられました。
　寿地区ドヤ街の誕生はもうすぐそこに来ています。
次回　寿地区今昔　寿の成り立ち　③
